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1. 概要（Summary ） 
 近年、カーボンナノチューブやグラフェンといった

ナノカーボンが発見され、様々なデバイスへのそれら

の応用が盛んに検討されている。一方、我々はこれま

でに、液中プラズマを用いて、高い結晶性を有するナ

ノグラフェンを高速かつ低コストで合成可能な技術

を確立している[1]。また、ナノグラフェン合成におけ

るアルコール種依存性や電極金属種依存性から、同手

法におけるナノグラフェン合成メカニズムを明らか

にしてきた。今回、同手法で合成したナノグラフェン

に白金微粒子を担持させて、燃料電池用触媒電極とし

ての触媒性能を評価したので報告する。 
2. 実験（Experimental） 
・利用装置：液中プラズマ装置 

合成原料としてエタノールと 1‐ブタノールを用い、

液中プラズマ放電を行って、ナノグラフェンを合成し

た。その後 H2PtCl6 8wt% in H2O を還元させてナノ

グラフェンに白金（Pt）を担持した。Pt 担持したナノ

グラフェンを回転電極法によってサイクリックボル

タングラムを計測した。 
3. 結果と考察（Results and Discussion） 
 Fig.1 は合成したナノグラフェンのアルコールの違

いによるサイクリックボルタグラムの結果である。こ

の結果からエタノールを用いて合成したナノグラフ

ェンのほうが 0.05～0.4(V)付近に見られる水素の吸着

電荷量が大きいことが分かる。このナノグラフェンの

主な違いは結晶性が異なるということがラマン分光

を用いた測定で分かっている。このことからナノグラ

フェンの結晶性の違いによって特性が変化するとい

うことが分かった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
Fig.1 Cyclic voltammograms of different sources. 
 
 今後はＭＥＡを実際に作製し燃料電池としての応

用を目指し、材料の最適化を試みる予定である。 
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